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ソーシャルワーク・コラボセミナー in 青森   

 

人口減少地域のソーシャルワークの創造性（その２）  

～包摂的な活力ある地域社会づくりとひとづくりの視点から〜  
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ご挨拶 

日本ソーシャルワーク学会 会長 小山隆 

 

 この度「ソーシャルワークコラボセミナー in 青森」を青森県社会福祉士会さんとの共同企画で実施する運

びとなりました。昨年７月に青森県立大学を主催校として配信型で実施された日本ソーシャルワーク学会年次

大会のメインテーマは「人口減少地域におけるソーシャルワークの創造性」というものでした。 

今回のコラボ企画はそれを受けてさらに深めようとするものです。テーマとしては、「人口減少地域のソーシ

ャルワークの創造性（その2）－包摂的な活力ある地域社会づくりとひとづくりの視点から－」と銘打ち、公私

様々な機関・団体が連携・協働しながら、地域住民を支える地域づくりの先行事例を学びます。 

今回は北東北三県といわれる、青森県・岩手県・秋田県の実践に焦点を当てていることが特徴と言えるでし

ょう。人口減少率も激しい三県における先駆的実践は、「人口減少地域における汎用性のあるソーシャルワー

ク実践の発展可能性を参加者とともに考える機会としたい」という今回のコラボセミナーの主旨の実現の可能

性をおおいに期待させます。個別の素敵な実践を「知る」に留まらず、実践から「汎用性」のあるモデル構築が

模索出来るならば、職能団体と学会の「コラボ」の究極の目的が果たせるといえるでしょう。 

またシンポジウムに続く、第二部の「北東北三県社会福祉士会ユース部会による座談会・ワールドカフェ」

にも心惹かれます。ユース部会が主催であること、ワールドカフェ形式で実施されること、大いに期待が膨らみ

ます。 

皆さんの積極的参加を期待します。 
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ご挨拶 

公益社団法人 青森県社会福祉士会 会長 鳴海春輝 

 

 

日本ソーシャルワーク学会と公益社団法人青森県社会福祉士会の共同主催によるソーシャルワーク・コラ

ボセミナーの開催にあたり、一言ご挨拶申し上げます。 

 

本セミナーのテーマは「人口減少地域のソーシャルワークの創造性（その2）～包摂的な活力ある地域社会

づくりとひとづくりの視点から～」といたしました。昨年7月2日・3日、青森県立保健大学にて開催された日本

ソーシャルワーク学会第39回大会のテーマ「人口減少地域におけるソーシャルワークの創造性」を受けたも

のです。 

シンポジウムでは、北東北3県の人口減少地域における先駆的な取り組みをご紹介いただくとともに、新た

な取り組といたしまして、北東北三県社会福祉士会ユース部会による座談会・ワールドカフェを企画しておりま

す。 

北東北３県の実践の分かち合いを通して、人口減少地域における汎用性のあるソーシャルワーク実践の発

展可能性を参加者の皆様とともに考える機会となれば幸いです。 

 

このセミナーの開催を主導してくださった日本ソーシャルワーク学会の皆様方にお礼を申し上げるとともに、

一日も早く新型コロナウイルスの感染拡大が終息し、皆様が気軽に青森県を訪れていただけることを願い、挨

拶とさせていただきます。 
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プログラム 

 

【コラボセミナーの趣旨】 

少子高齢化と人口減少が進行する中、地域の福祉課題が複合化・複雑化し、それへの対応として地域包括

ケアの仕組みづくりが全国的に進められている。そうした中、特に人口減少地域においては、地域での生活継

続の困難性やインフラとしての福祉サービス提供機関・施設の不足、さらに、ソーシャルワーカーをはじめとす 

る福祉専門職の担い手不足が深刻な課題となっている。そのため既存サービスへのニーズがあるにもかかわ

らず、適切な支援サービス提供や専門的人材配置が限られ、地域の福祉課題に十分応えきれない地域も少な

からずあり、今後、そうした地域が全国的に拡がっていくことが予想される。 

こうした課題に対して、日本ソーシャルワーク学会の2022年度研究大会（第39回）では、大会テーマを

「人口減少地域のソーシャルワークの創造性」とし、人口減少地域でのソーシャルワーク実践について、限られ

た社会資源や人材の中で、地域住民と協働しながら、いかにして専門的サービスの提供体制を創造性をもっ

て発展させるかを県域レベルの好事例に基づいて議論した。 

本セミナーでは、研究大会のテーマを引き継ぎ、実践的にさらに深化させるために、「包摂的な活力ある地

域社会づくりとひとづくり」の観点から、北東北3 県の人口減少地域における先駆的な取り組みを取り上げ

る。 

そこでは、地域の状況に合わせて、様々な担い手が専門性の有無や違いに関わらずに連携・協働しながら、

地域住民を支える地域づくりが進められており、互いの“境”を越えての補い合いがなされている。北東北３県 

の実践の分かち合いを通して、人口減少地域における汎用性のあるソーシャルワーク実践の発展可能性を参

加者とともに考える機会としたい。 

 

【開催日時】 2023年2月19日(日)13:00-18:00 

 

【開催場所および開催方法】 対面とオンライン（Zoom）のハイブリッド形式 

《対面会場》青森県立保健大学 B棟 

（〒030-8505 青森県青森市大字浜館字間瀬58-1） 

【オンライン会場】 Zoom 使用(Zoom情報は2日前までに送付) 

※なお、新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、オンライン形式のみの開催に変更となる場合が 

ありますので、予めご了承ください。 

 

【内容】 

＜第１部＞ 13:00-16:00 

13:00 開会挨拶 小山隆氏（日本ソーシャルワーク学会会長／同志社大学） 

13:10-14:00 基調講演「人口減少地域のソーシャルワークの創造性」 

 川島ゆり子氏(日本ソーシャルワーク学会理事／日本福祉大学) 

14:10-15:50 シンポジウム 

「人口減少地域のソーシャルワークの創造性～包摂的な活力ある地域社会づくりとひとづくり〜」 
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〔登壇者〕青森県 （福）鯵ヶ沢町社会福祉協議会 事務局長 井上雅哉氏 

        秋田県 （福）藤里町社会福祉協議会 会長 菊池まゆみ氏 

        岩手県 （一社）トナリノ 代表理事 佐々木信秋氏 

〔コーディネーター〕大島巌氏(日本ソーシャルワーク学会副会長／東北福祉大学) 

浅野貴博氏(ルーテル学院大学) 

〔コメンテーター〕川島ゆり子氏（同上） 

〔指定発言者〕納谷むつみ氏（(公社)青森県社会福祉士会副会長）ほか 

15:50 中締め挨拶 鳴海春輝氏（(公社)青森県社会福祉士会会長） 

 

＜第２部＞ 16:10-18:00 

北東北三県社会福祉士会ユース部会による座談会・ワールドカフェ 

テーマ「人口減少地域におけるソーシャルワーク実践を考える〜互いの“境”を越えて〜」 

16:10 開会挨拶 

16:15-16:35 北東北三県ユース部会長・委員長より<第１部>への所感報告 

16:35-17:40 ワールドカフェ 

17:40-17:55 グループ発表・まとめ 

17:55-18:00 閉会挨拶 

〔コーディネーター〕平野絢子氏（（公社）青森県社会福祉士会ユース部会） 

野村裕美氏（同志社大学） 

 

【主催】 

日本ソーシャルワーク学会 

（公社）青森県社会福祉士会 

 

【後援】 

青森県医療ソーシャルワーカー協会 

青森県精神保健福祉士協会 

（一社）青森県介護福祉士会 

（公社）青森県老人福祉協会 

（福）青森県社会福祉協議会 

（公社）日本社会福祉士会 

（公社）日本精神保健福祉士協会 

（公社）日本医療ソーシャルワーカー協会 

（特非）日本ソーシャルワーカー協会 

（一社）日本ソーシャルワーク教育学校連盟 
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日本ソーシャルワーク学会＆青森県社会福祉士会共同企画

「⼈⼝減少地域のソーシャルワークの創造性（その2）
〜包摂的な活⼒ある地域社会づくりとひとづくりの視点から〜」

開催⽇時

開催場所

開催方法

2023年2⽉19⽇(⽇) 13:00-18:00

対⾯とオンライン（Zoom）のハイブリッド形式

対⾯形式: 60名 オンライン形式: 150名定員

「ソーシャルワークコラボセミナー2022 in 青森」

少子高齢化と人口減少が進行する中、地域の福祉課題が複合化・複雑化し、それへの対応として地域
包括ケアの仕組みづくりが全国的に進められている。そうした中、特に人口減少地域においては、地域
での生活継続の困難性やインフラとしての福祉サービス提供機関・施設の不足、さらに、ソーシャルワー
カーをはじめとする福祉専門職の担い手不足が深刻な課題となっている。そのため既存サービスへの
ニーズがあるにもかかわらず、適切な支援サービス提供や専門的人材配置が限られ、地域の福祉課題
に十分応えきれない地域も少なからずあり、今後、そうした地域が全国的に拡がっていくことが予想さ
れる。

こうした課題に対して、日本ソーシャルワーク学会の2022年度研究大会（第39回）では、大会テーマ
を「人口減少地域のソーシャルワークの創造性」とし、人口減少地域でのソーシャルワーク実践について、
限られた社会資源や人材の中で、地域住民と協働しながら、いかにして専門的サービスの提供体制を
創造性をもって発展させるかを県域レベルの好事例に基づいて議論した。

本セミナーでは、研究大会のテーマを引き継ぎ、実践的にさらに深化させるために、「包摂的な活力あ
る地域社会づくりとひとづくり」の観点から、北東北3県の人口減少地域における先駆的な取り組みを取
り上げる。そこでは、地域の状況に合わせて、様々な担い手が専門性の有無や違いに関わらずに連携・
協働しながら、地域住民を支える地域づくりが進められており、互いの“境”を越えての補い合いがなさ
れている。北東北３県の実践の分かち合いを通して、人口減少地域における汎用性のあるソーシャル
ワーク実践の発展可能性を参加者とともに考える機会としたい。

〔対⾯会場〕⻘森県⽴保健⼤学 B棟
（〒030-8505 ⻘森県⻘森市⼤字浜館字間瀬58-1）
〔オンライン会場〕Zoom使⽤

参加費 ・主催及び後援の学会・協会等の所属会員の⽅: 無料
・それ以外の⽅: 500円

申込⽅法 ⽇本ソーシャルワーク学会 (https://www.jsssw.org)、または
⻘森県社会福祉⼠会（https://www.aacsw.or.jp/）の
ホームページからお申込みください。
※参加申し込みのページは12⽉上旬に掲載予定
※申込期限：2023年2⽉16⽇（⽊）
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プログラム

13:00 開会挨拶 小山隆氏（日本ソーシャルワーク学会会長／同志社大学）

13:10-14:00  基調講演「人口減少地域のソーシャルワークの創造性」

川島ゆり子氏(日本ソーシャルワーク学会理事／日本福祉大学)

14:10-15:50 シンポジウム

「人口減少地域のソーシャルワークの創造性～包摂的な活力ある地域社会づくりと

ひとづくり〜」

〔登壇者〕青森県 （福）鯵ヶ沢町社会福祉協議会 事務局長 井上雅哉氏

秋田県 （福）藤里町社会福祉協議会 会長 菊池まゆみ氏

岩手県 （一社）トナリノ 代表理事 佐々木信秋氏

〔コーディネーター〕 浅野貴博氏(ルーテル学院大学)

大島巌氏(日本ソーシャルワーク学会副会長／東北福祉大学)

〔コメンテーター〕 川島ゆり子氏（同上）

〔指定発言者〕 納谷むつみ氏（(公社)青森県社会福祉士会副会長） ほか

15:50 中締め挨拶 鳴海春輝氏（(公社)青森県社会福祉士会会長）

＜第1部＞ 13:00-16:00

北東北三県社会福祉士会ユース部会による座談会・ワールドカフェ

テーマ「人口減少地域におけるソーシャルワーク実践を考える〜互いの“境”を越えて〜」

16:10 開会挨拶

16:15-16:35 北東北三県ユース部会長・委員長より<第１部>への所感報告

16:35-17:40 ワールドカフェ

17:40-17:55 グループ発表・まとめ

17:55-18:00 閉会挨拶

〔コーディネーター〕 平野絢子氏（（公社）青森県社会福祉士会ユース部会）

野村裕美氏（同志社大学）

主催︓⽇本ソーシャルワーク学会、（公社）⻘森県社会福祉⼠会

後援予定︓（公社）⽇本社会福祉⼠会、（公社）⽇本精神保健福祉⼠協会、
（公社）⽇本医療ソーシャルワーカー協会、（特⾮）⽇本ソーシャルワーカー協会、
（⼀社）⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟、（福）全国社会福祉協議会、
⻘森県医療ソーシャルワーカー協会、⻘森県精神保健福祉⼠協会、（⼀社）⻘森県介護福祉⼠会、
（公社）⻘森県⽼⼈福祉協会、（福）⻘森県社会福祉協議会

＜第２部＞ 16:10-18:00 

8



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基 調 講 演 

「人口減少地域のソーシャルワークの創造性」 

 

 

講 師：川島 ゆり子氏（日本福祉大学） 
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基調講演講師 川島ゆり子氏 プロフィール 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師紹介 川島 ゆり子（かわしま ゆりこ） 

日本福祉大学 社会福祉学部 社会福祉学科 教授 

 

●略歴 

  関西学院大学 文学部 卒業 文学士 

関西学院大学 社会学部 卒業 社会学士 

関西学院大学 社会学研究科 修了 社会福祉学修士 

関西学院大学 社会学研究科 単位取得満期退学 博士 社会福祉学 

花園大学 社会福祉学部社会福祉学科 教授（2008/04～2018/03） 

愛知教育大学 教育学部 教授（2018/04～2020/03） 

日本福祉大学 社会福祉学部 非常勤講師（2019/04～2020/03） 

日本福祉大学 社会福祉学部 社会福祉学科 教授（2020/04～） 

  日本ソーシャルワーク学会 学会学術奨励賞（2013） 

 

●専門 

コミュニティソーシャルワーク、ボランティア活動、地域福祉計画を中心とした地域福祉 

 

●主な著書 

『コミュニティソーシャルワークとケアマネジメント』 （共著）中央法規出版 2021 

『地域福祉と包括的支援システム』 （共著）明石書店 2021 

『最新 社会福祉士養成講座 6 ソーシャルワークの 

理論と方法［社会専門］』 （共著）中央法規出版 2021 

『地域福祉と包括的支援体制』  （共著）全社協 2021 

『よくわかる地域福祉』  74-79頁 （共著）ミネルヴァ書房 2019 

『ソーシヤルワーカーのための研究ガイドブック』   

158-166、197-201頁 （共著）中央法規出版 2019 

『地域再生と地域福祉』  75-87頁 （共著）相川書房 2017 

『地域福祉論』  1-6、9-20、39-58、75、149-159、 

183-194、195-205頁 （共著） 2017 

『持続可能な地域福祉のデザイン』  159-173、263-276、 

279-291、頁 （共著）ミネルヴァ書房 2016 

『福祉行財政と福祉計画』  190-203頁 （共著）ミネルヴァ書房 2015 
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都道府県 2015～20年 2015～20年 都道府県 2015～20年 2015～20年
自然増加率 社会増加率 自然増加率 社会増加率

全国 -1.6 － 滋賀 -0.5 0.6 

北海道 -2.8 -0.1 京都 -1.6 0.4 

青森 -3.8 -1.6 大阪 -1.3 1.3 

岩手 -3.7 -1.6 兵庫 -1.5 0.3 

宮城 -1.7 0.4 奈良 -2.1 -0.8 

秋田 -5.0 -1.2 和歌山 -3.4 -0.9 

山形 -3.7 -1.2 鳥取 -2.8 -0.7 

福島 -3.1 -1.1 島根 -3.4 0.0 

茨城 -2.2 0.5 岡山 -1.9 0.2 

栃木 -2.0 -0.1 広島 -1.6 0.1 

群馬 -2.4 0.7 山口 -3.4 -1.1 

埼玉 -1.0 2.0 徳島 -3.3 -1.5 

千葉 -1.2 2.2 香川 -2.5 -0.1 

東京 -0.3 4.3 愛媛 -3.2 -0.4 

神奈川 -0.7 2.0 高知 -3.9 -1.2 

新潟 -3.3 -1.2 福岡 -1.0 1.7 

富山 -2.8 -0.1 佐賀 -2.0 -0.5 

石川 -1.8 0.0 長崎 -2.6 -2.1 

福井 -2.3 -0.3 熊本 -2.0 -0.7 

山梨 -2.5 -0.5 大分 -2.6 -1.1 

長野 -2.7 0.2 宮崎 -2.4 -0.7 

岐阜 -2.2 -0.4 鹿児島 -2.7 -1.0 

静岡 -2.1 0.2 沖縄 1.3 1.0 

愛知 -0.4 1.2 

三重 -2.1 -0.4 　　

自然増加率：各期間（期首年10月～期末年９月）の自然増加数を期首人口で除した率。総人口による。全国は沖縄県を含む
社会増加率：各期間における人口増加から自然増加を差し引いた社会増加を期首人口で除した率

人口減少の地域差

12



過疎市町村割合（％） 全国

秋田 92.0 3位
岩手 75.8 8位
青森 70.0 10位

過疎の状況の課題
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シンポジウム 

「人口減少地域ソーシャルワークの創造性」 

～包摂的な活力ある地域社会づくりとひとづくり〜 

 

発題１：「地域共生社会実現のための 

                       ソーシャルワーク」 

井上雅哉氏（鯵ヶ沢町社会福祉協議会） 

発題２：「活躍支援による地域福祉の可能性」 

菊池まゆみ氏（藤里町社会福祉協議会） 

    発題３：「まちづくり会社から見た福祉機関の 

「強みと弱み」「今後必要になる」こと」 

佐々木信秋氏（（一社）トナリノ） 

 

   【コーディネーター】 

大島巌氏（東北福祉大学） 

浅野貴博氏（ルーテル学院大学） 

21



���������	
�
�������
���������

������� !"����#$�
%&'( )* +,

-�./0��1234��������56789:��;
<=>?@ABC4����DEFGHGDEF�IJKL<

MNOPQRSRTRUVWXYPZ[V\[]VYPRZ[̂_Z\R̀_

������
� � �	
���

 � � �	�
��

���� ���
��

�������� ����

�� ���!"#$%&'(
)*+,

����

-./012� �3��

4567�89:;/0<=�� �>��

����!?@

ABCD

EFG&HI2JKLMN&OPQKLM

LMRSF!TUVWXYZ[\!]

^_`_ab
cdefg
hija

^_`_ak
cdefg
lima

^_`_an
cdefg
ijo

BCp

q!�rstPuvwGxy$%�zVwLM

{B|D

vS}t!�~��vwGxy����LM

�������"��

��������������F
���������� ¡¢£¤�¥¦¡§¦̈¡¤��¥¦©ª¥§�«ª

22



�����

�����

�����

�����

����
����

		��
�	��

����
����

����
����

����
����

��� ��	 ��� ��� ��� �	�

�����

����

��	�

	��	

����

����
�	��

����
�	�� ����

����
�	��

���� ����

����

���� �	��
����

���	
����

�

����

����

	���

����

�����

�����

�����

�	���

�����

�����

���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����


��

����

������ ������� ��������� �������

���  !�

"#$%
&'()*+,-./*012345��6789:);<=>?@AB�C��.

DEFGHIJIKILMNOPGQRMSRTMPGIQRUVQSIWV

������

������	
�

��������������������� !"#$�

%& '()*�

+,-'(.'/0%1��*��23�'()*�

4

���-5��6

78�-9:.'/0����;<

=

+,>��?@AB@CDE
FGHIJKLMN>��O�P

QR�HS>TUV 
WXYZ�!"[\]+^_>�`a�

G+,>�N�bc-dc#�ef*�g

KLhi�jkDl>bm
-KL'nop�qb�
-��rs�;t�uIf�P

vwxyz{z|z}~���x��~���~�xz������z��

23



�

�

�

�

�

�

�
�

�
�

�

��	
����

����������� ��������

�� �!"#$% !"&'()*+,-./0������1)�2�345
678�$9,:;

<=->?@ABC@,DEF
GHIJK@L�=-,MNOP)QR0@L�>S��TUV�=->?@A@L
�WXY'�QR�BC@,DEUZUQ[
\]^_ `a bbc 2c9defghi�jk@ lmnjo9
\]^_ bpa bqc 2r9@L=->?@
\]^_ bpa sbc 2t9uvBC@2mnjo9
\]^w ba bwc 2r9@LBC@xyz{|}

~����2����d$0����0���0���9�b�
2���@�������6��

���� ¡¢¡£¡¤¥¦§̈�©ª¥«ª¬¥̈�¡©ª®©«¡̄®

�

��������	
��

�������� ��

��������� !" #$%%����

&'(''�)���
*+,-.

&/012�345�678���	9/012��������	
��

:;<=>?>@>ABCDE<FGBHGIBE<>FGJKFH>LK

24



�

������

��	
�	�������

�����
�����������
������
�� !"#$�%

��&'()*(+,-./01
2345674461489�
� :3;/6</.6=>?@
8(A8BC>��DEFGH
(IJ�KLMN&'()*O
P,QR

����OST>HQUV

WXYZ[\[][̂ _̀abYcd_edf_bY[cdghce[ih

����������	
��



� �

������

��������
����� !
"#$%

&'()

�*+,-./0
1%

�2345674

�89:;,<=

>?@A

�B#C
�DEFGHE"4

�IJKLC

MNOPQRQSQTUVWXOYZU[Z\UXOQYZ]̂ Y[Q_̂

25



����������

�	 
���

�

�����������������

���������	 
�������

��������
������
� !��"#$�%&'()*+,-�.

/���012�3456�*745�8�496�:;
6<=

>%&+$2(?�@3-�AB�CDEF'GHI	6J2
@K4��LMN-�O

P���QRSTRUVW�XYZY2[?\$T]^G_M
`abc,4�dQe

fg��h�� ijkdlmLMNn2opq�r��stuv 
!��2�w

xiyz0{ndQr�G|}+$Qr�345�'+7
46,~���'6r�����Um	,6,~�,��N�
~�2��E
x\$dQ+M��d��

/��V�Qr�����G,��2��bc,	Gr�7
���r��34��2[	+,����G��6��	
E

�g����� i9�I6n���4
�����w" ¡9'N
�¢£¤¥%¦§�¢£a¨�G,�����.

x��©4�d�ª4�rF'G«¬vv�®T«¬v¯°±
²2³´K4�2³´b	E
xµ¶·¸�	¹�º»¼½>$¾¿���$�Àd��Á$GV

��ÂÃ�Ä4962ÅÆE��ÇÈGºAB@crÉÊ��
2ËÌi9�I6n��ÍNrÎÏ��G#Ð¦§2Ñ	3E
/ÒÀÓÔÕdQ+MrÖ�d�_×+��G|}6��	
/ØÙÚjkAB
��ÚjkO�ÛÜG��e

Ýg��h�� ÞßàVá�
������w

x®â̄ ãä±���GrÀå�æ³çTèéç��,�
��+Nr®â̄ ãä±�ês�ëGì¡+�Ï2Ñ	bc
,4E

íîï!ðdñéñÞ^òóô��2��

g��õ Á��$ Áö÷÷Á$ ��ö�h�öõg�ø

g��� ÁÎh$ ÷ö��õ$ ÁÎö÷��öÎ÷�ø

26



������
�����	
��
����

������

�� ������

��� �������

 !"#$ ��
!!�

%&'( 
�) *+ ,-.�/

01
�2
345678 99:;
�<

=>78
�<�?@

A

����������	
��

��� ��
������ ���

�������� ���

����� ! "�

�# $%&'
 �(�

�# ��� �)�

��*� ��

+,��-./0 1�

23$%�456 7�

# �
8-$%9:;<

=>�

? @ �A�

BCBBDEFGHFIJKLM

27



���������	
�����
���������������� !"�#$%&
'())*+,-./01234�56

���������	
���
������������
�������

�

28



���������	
���
������������
��

���� !"#$%&'()*+,-

.��/0%&12��"��$3%&12��
456789:+;<=

>���
%?@A���

B�CDEF+GH+IJ���"#KLM���

N����O@��$P=.Q���RS���T

U�VWX+YMZ���

.[\%&.]K̂ _�\`abcdef\`
aghij\k%&�� l

���������	
����

����	

����

�����

���� 
!"#

��$#
%&

��'(

)&*+,
#-�

./ !0
12

34
5678
9%:78
�;<=78>?@AB
CDE$78>FGABHI0JK0��

29



���������	
�����������
��������

�

�
�
�
�
�
 
�
�
!

"#$%&'(
)*+,

��-.$%&
'(

���������	
����

����������������� �

!"

30



���������	
�������
����������������� 

!
����"#$%&'(�"#)*+,����� !

���������	
��

��������������

������������ !�"#$�%&'()

*�+,�-������!�./()

0�12345678�9!�./()

:�������;���<=�>?!���

@���������� ABCD��EF��

@GHI	
���JK

@H�DLMNOPQ%�JK

31



���������	
���������
�������

� � �� ��

��� ��  ! �"

!� �  � �#

$ �# " �#

� � �� ��

�"" �� %% # !  �

! �! �! �  ��

%$ �$ " � � #

� � �� ��

 �  � �#

�# � � � 

! � � "

&'(()*����	
�+,-.
/ 0'(1)*2345-.
67/

8'(1)*9:;����	
�<67

=>)?<+,�<@A�
BC�D�E�FGHI JKL
BMH�HI >>L
BNO�P (>L
BQ<R (L

����	
�<67ST

�U

���������	
��

32



����� �����	
������
�������������

��

� !"#$%&'()*+,,-./01

���������
	
�����

�������
��������

� !"#$%�
&'()*+,-
��

./0�1234�"#$%
5678� 9�:�;<=

7>

33



���������	
��
���������

����������� !��

"#$�%&'()*+�
,-./01

"23456789)*+��:;<=>3�

��?39����	
���

����8@

AB

�� �� ���

��	
�
���
���������

������� !"

#$%�	
&��'(��
)*�

��+��,-������� !"

.�/0�! 12��� 3�456780�!"��9:4��; !

<=>?@ ABC =>?@�DE9"

�F:G
�
���
���������

DH ��:G����"

#I:GJK
&��'(��
)*�

+�7��:G����"

.L:G 12��� M:G�0����"

<N� ABC ABC��;��

�
����OP�
�����

���
���������

!Q!Q��4RS�TUV?W;��

#
�X��5OP�
�����

&��'(��
)*�

YZ; )[�0,��������

.
\/P]^�0�
���

12��� \/P]^4��;��

<
AB_`ab��
��

ABC AB�cH�_0��;��

�
��de_`�
��

���
���������

��de�fg4������;��

#
�X��_`�
��

&��'(��
)*�

��de�h/;i�_����

.
�5; 6P_
`���

12��� �5; 6P_`���

<
��de_`�

�j�
ABC ��de5`��j�

&��kl>m

n�� �

o�
:G

.

p�9q #

rde <

st <u

vwxYZP5yz*{|},~*�,���,k=��-�w,���,�>���k��YZ�;,
��;=>?@�E�;��"

v�4=>?@_�!i!��"=>?@5���P��������"�����,6��P��
��

�|T��?{���YZ�

� / ¡

¢
�
�

£
�

:
G

¤
�
9
q

¥
d
e

d e

¦
§
¨
©
ª
«��

¬�

:G

�9q

®de

*¯ ��� �|T��?{���YZ°

±²

34



���������	
�

�

���� ����� ����� ������� ������������

���� ��� ��� ����� ����������

���� ��� ��� ����� ����������

���� ��� ��� ����� ����������

���� ��� ��� ����� ����������

���� ��� ��� ������ ����������

���������	
��
������������������

��������������������

 !""#	$%&��'()*+,-).�'�

 /0&12��#��'(3�.�'�

 456789:;<8+=>?@78A�BC?@7DEF
G3.�	HIJ�3��KL�

 MGNOPQ&RS)ET(UV7J8WXY&�J
D��'�3@����	�Z	.�'�[

 �������$%	�\]&^_3	'�

"̀

35



�������� �	
���

��

�������� ��	
��

��

36



����������	
���

��

���������	
���

��

37



����������	
���������������������� �!"#$%�&'()*+,-./01��23456787456�9:;<)=>?2@A�BCDEFGHIJ�� ��������	
����
��������������������������� !�
38



39



40



41



42



43



44



45



46



47



48



49



50



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座談会・ワールドカフェ 

北東北三県社会福祉士会ユース部会による 

〈 座談会・ワールドカフェ 〉 

「人口減少地域におけるソーシャルワーク実践を考える」 

～互いの“境”を越えて〜 

 

【コーディネーター】 

野村裕美氏（同志社大学） 

平野絢子氏（青森県社会福祉士会） 

 

    【所感報告】 

         成田和幸氏（秋田県社会福祉士会）  

藤澤佳代氏（岩手県社会福祉士会） 

金沢公太郎氏(青森県社会福祉士会) 

 

    【司会進行】 

槻舘充氏（青森県社会福祉士会） 

 

    【ファシリテーショングラフィック】 

         柴崎陽介氏（青森県社会福祉士会） 

三上理紗氏（青森県社会福祉士会） 

 

    【進行補助】 

田名部哲平氏(青森県社会福祉士会) 

坂本花歩氏(青森県社会福祉士会) 

今栄利子氏(青森県社会福祉士会) 

穐元通武氏(青森県社会福祉士会) 
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【ソーシャルワークコラボセミナー in 青森  主催・後援】 

 

【主 催】  

 ⽇本ソーシャルワーク学会、（公社）青森県社会福祉⼠会  

【後 援】  

（公社）⽇本社会福祉⼠会、（公社）⽇本精神保健福祉⼠協会、 

（公社）⽇本医療ソーシャルワーカー協会、（特⾮）⽇本ソーシャルワーカー協会、 

（⼀社）⽇本ソーシャルワーク教育学校連盟 

⻘森県医療ソーシャルワーカー協会、⻘森県精神保健福祉⼠協会、（⼀社）⻘森県介護福祉⼠会、 

（公社）⻘森県⽼⼈福祉協会、（福）⻘森県社会福祉協議会 

 

【ソーシャルワークコラボ in 青森  実行体制】  

 

《実行委員長》納谷むつみ（青森県社会福祉⼠会副会長）  

《実 行 委 員》平野絢子（青森県社会福祉士会）、金沢公太郎（青森県社会福祉士会） 

三上理沙（青森県社会福祉士会）、槻舘充（青森県社会福祉士会） 

坂本花歩（青森県社会福祉士会）、田名部哲平（青森県社会福祉士会） 

柴崎陽介（青森県社会福祉士会）、宇佐美大輔（青森県社会福祉士会） 

工藤英明（青森県立保健大学）  

⼤島巌（⽇本ソーシャルワーク学会／東北福祉⼤学）  

浅野貴博（⽇本ソーシャルワーク学会／ルーテル学院⼤学）  

野村裕美（⽇本ソーシャルワーク学会／同志社⼤学）  

川島ゆり子（⽇本ソーシャルワーク学会／日本福祉大学）  

木村容子（⽇本ソーシャルワーク学会／日本社会事業⼤学）  

小野セレスタ摩耶（⽇本ソーシャルワーク学会／同志社⼤学）  

          （順不同）  
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